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概要：スピーチ訓練を受けていない教員は自分自身の話がどのように受け取られているのか、よく分

からない。聞き取りにくい話しぶりだとせっかくの講義内容も学生によく伝わらない。人前で話すた

めには訓練が必要であるが、自己学習で訓練できるシステムがあると、時間のない大学人でも空き時

間に訓練ができる。我々はスピーチの問題点を指摘するシステムを構築する。このシステムでは自分

で自分のスピーチを聞かずにスピーチを改善することができる。手本データとユーザーデータの比較

には音声特性パラメータ（明瞭さ・音量の大小・音声の高低・間合い）を用い、レーダーチャートま

たは顔型グラフによる直感的な結果表示を試みる。

1  はじめにはじめにはじめにはじめに 

近年、大学教育の「質」に対する社会的要請が

高まってきている。文部科学省は『学士力』を定義

し、大学の組織的なファカルティ・ディベロップメ

ント活動、教員の自己研鑚を求めている。
この背景には、大学全入時代を迎えての大学入学者

の質的変化のみならず、大学教員の教授能力に疑問

符がつけられていることがある。大学教員は、研究

の専門性に特化した知識・知力がある一方、教育者

としての訓練を受けていない。また、年齢層が高く、

他者から評価されることを嫌う傾向があることも

原因として挙げられる。
我々はこれまで、聴覚障害学生支援を目的に教

員の講義の内容や講義の雰囲気を伝えるため、講義

内容を聴覚障害者に正確に伝える技術について調

査・研究を行っている。また、授業における非

言語的な情報である臨場感や感情という教室のド

ラマ性が、学生の講義理解を豊かなものとするのに

欠かせないものであることを主張し、聴覚障害者の

ための「感情フォント」の提唱と構築を行っている

。
上記の研究において、音声認識技術を用い音声

から言語情報と非言語情報を抽出することを試み

ている。これら  つの情報は、話し方の音声特性

データとみなすことができる。これらの評価は教員

自身による授業評価・分析の深化を促す一方、蓄積

された音声特性データは教員教育研究のための基

礎データとして高い価値がある。
これまで、聴覚障害者のためのスピーチ訓練シ

ステムの研究は多く行われてきており、低学年児童

用のろう学校の補助システムである「スピーチトレ

ーナー」、発話訓練システム「トーキングトレ

ーナー」、画像化音声を利用する音声分析・表

示ツール「」など、音響特性量を

利用した訓練システムが提案されている。
本研究では、大学教員の教授力向上のために教

員の話し方、特に言語的・非言語的コミュニケーシ

ョン能力を成長させることを目標とした「音声認識

技術を活用した自習可能な口話評価システム」を開

発することである。教員の多くはスピーチ訓練が十

分でないために、自分自身の話がどのように学生に

受け取られているのか、十分な理解と評価手段を持

っていない。人前で話すためには訓練が必要である

が、自己学習で訓練できるシステムがあると、時間

のない大学人であっても空き時間に訓練すること

が可能である。我々はスピーチの問題点を指摘する

システム構築により、自分で自分のスピーチを聞か

ずにスピーチを改善することを目指す。

2  システムシステムシステムシステムのののの概要概要概要概要 

我々のプロジェクトは次の３つのサブシステム

から構成される（図 ）。
 スピーチ評価システムの構築
手本）音声データベース

（声量・スピード・明瞭さなど）の構築と時

系列キーワード・音声特性分析システム
 顔型グラフによるユーザーインターフェー

スの構築
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マイクより入力されたユーザー音声は、文字認

識と付加情報抽出が行われる。文字認識においては

認識された文字と認識できた割合でスピーチの評

価を行う。一方、付加情報抽出では、声の高さ、声

の大きさ、声の速さ、間合いを抽出する。その結果

から、話者のスピーチの欠点をレーダーチャートグ

ラフ（図 ）や顔型グラフ（図 ）で表示し、その

改善を促す。





3  スピーチスピーチスピーチスピーチ評価評価評価評価システムシステムシステムシステム 
スピーチ評価のために開発中のシステム概要を

図  に示す。ユーザー音声 データとアナ

ウンサー・ナレーターなどの専門家により録音され

た  音声データを比較する。 データを聴きな

がら、ユーザーは同時に音声を録音する。その差分

の評価は、認識結果・音声波形・スコアとして結果

表示される。
システムは、以下のように処理される。

入力された音声は同時に  つの異なる処理が行

われる。
 処理では、入力音声は音声認識エンジンにか

けられ、音声認識文字を取り出す。音声認識さ

れた文字が正確であるか、サンプルデータと照

らし合わせながら、正解文字データと認識文字

データを並列で表示し、最後に認識率を表示す

る（図 ）。
 処理では、入力音声は声の大きさ、話の速さ、

間合いの長さなどをサンプルデータと比較しな

がら表示する（図 ）。
これらのデータを音声特性データベースの値と

照らし合わせる。
 処理と  処理の結果を簡単に理解してもらう

ために、レーダーチャートで訓練がどれくらい

上達したのかを表示する。今回はチャーノフの

顔型グラフは用いずに、レーダーチャートで表

示する（図 ）。

図 1 システムの構成 

マイク入力による音声データ記録 

 

B.GE 音声データベースの構築、時系列

キーワード・音声特性分析システム 

 

A. スピーチ評価システム 

 

C. 顔型ユーザーインターフェース 

 

実地テスト・評価 

図 2 グラフ出力の例 

図 3 チャーノフの顔型グラフ 

図  スピーチ評価システム

ユーザー音声



音声認識



 データとの比較





特性分析

音声認識の正

答・誤答表示

 

音声特性（声量・高低・

スピード・間合い）の
表示

 評価結果のレーダーチャート表示

 
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
これらの表示インターフェースと音声特性デー

タ処理 処理には、  の標準ライブラ

リと  モジュールを利用し、音声認識エ

ンジン   による音声認識文字の出力結果

処理を同時出力する。また、レーダーチャート

は単位時間ごとに別画面で表示する。最終的には

リアルタイム処理を目指すが、今回の試作システ

ムでは、 秒単位で音声ファイルを切り分けて使

用した。


4 GE 音声音声音声音声データベースデータベースデータベースデータベースのののの構築構築構築構築とととと音声特性音声特性音声特性音声特性

分析分析分析分析システムシステムシステムシステムのののの構築構築構築構築 
音声認識により各自のスピーチの認識率が評価

された後に実行される  処理と  処理について詳

細を述べる。 音声は「 音声データベース」

に蓄積され、その比較分析のために「音声特性分析

システム」が実行される。
4.1 GE 音声音声音声音声データベースデータベースデータベースデータベース 

 音声データベースはアナウンサーなどの専

門家のスピーチ音声データに基づいて構成される。

男女のアナウンサーが読み上げた文章から、 つの

パラメータが抽出される。
 「明瞭さ・滑舌さ」を表す音声認識率
 分毎の文字認識数から求められる「スピー

ド」
 「声の大小」
 「声の高低」
 音声波形の間から抽出される間隔からの「間

合い」
である。
4.2 UV データベースデータベースデータベースデータベース 

ユーザー音声は、 文毎に録音されデータ

ベースに蓄積される。パラメータ抽出は  音声デ

ータベースと同様に行われる。図  は  データ

と  データを同期させ表示させたもので、評価結

果はレーダーチャートとして表している。


5 顔型顔型顔型顔型ユーザーインターフェースユーザーインターフェースユーザーインターフェースユーザーインターフェースのののの構築構築構築構築 

 文ごとに評価された結果は、将来的にはチャ

ーノフの顔型グラフで表現する予定である。評価す

るたびに、顔の変化がパラパラマンガのように変化

する。顔型グラフの眉、目、口、顔面などのパーツ

は、スピーチの声の大きさ、高低、話の速さ、認識

：％

 きょうのおはなしはとうきょうの
 この  はしは  とっきょの

図  処理  の例

図  処理  の例

図 7 スピーチ評価システムによる結果の例 
（一行目は GE 波形データ、二行目は UV 波形デ
ータにそれぞれ対応する。三行目は波形の差分

とレーダーチャート結果表示である。） 

図   顔型グラフ評価の例
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率に対応して変化させる。また、全体評価は音声終

了後に再び顔型グラフで表され、訓練者は直感的に

結果を理解でき、改善に結び付けることが容易にな

る（図 ）。


6 おわりにおわりにおわりにおわりに 
教員のためのスピーチ訓練システムを提案し、

現在までの開発状況について示した。今後、音声特

性データベースの構築、顔型ユーザーインターフェ

ースの構築と開発を進める予定である。このシステ

ムは、教員の自己訓練の用途に限らず、企業内外で

のプレゼンテーション・講演会用のスピーチ訓練な

どへの応用も期待できる。

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